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まん延防止等重点措置が適用となって約10日

が経過しました。オミクロン株による衰えること

の無い感染拡大の中、各校においては、感染防止

対策と併せて『学びの保障』を目的とし、オンラ

イン学習を実施しただいておりますことに対し、

改めて感謝申し上げます。

さて、今回のGIGA通信では、第 13号で予告

した「学習指導調査研究委員の先生方の 1人 1

台端末の活用実践」の紹介を変更し、現在進行中

のオンライン学習について取り上げます。

近所ということもあり、吾妻小学校での取り組

みを先日、参観させていただきました。今回、各

校で実施していただいているオンライン学習は、

実態に応じた形で実施していただいており、吾妻

小学校での取り組みが全ての学校で取り入れられ

るものでは無いと思いますが、各校での今後の取

り組みの参考になるものと感じました。以下紹介

いたします。

○吾妻小学校のオンライン学習

吾妻小学校のオンライン学習は、対面とオンラ

インを組み合わせたいわゆる「ハイブリッド型」

と呼ばれているオンライン授業です。現在は 4年

生と 6年生の複数名の児童に対して行っていま

す。どの教科を行うかは、担任裁量となっている

そうです。

オンライン授業としたことについて、校長先生

から「保健所から当該家庭に対して 2月の初旬ま

で自宅待機との指示があり、約 3週間登校できな

くなりました。『つながり』を絶やさないため

に、ミートを利用し授業を提供して欲しいと担任

に伝えました。」とお聞きしました。

オンライン授業を行っている４年生担任の先生

は、「４年生では2人の児童にオンライン授業を

提供しています。校長先生から話がある前からミ

ートを利用することは考えていました。9月の休

校後にも児童が 1週間欠席したことがあり、その

際もオンライン授業を行っていたので、当然行う

ものという意識でした。6年生担任の先生も同じ

考えでした。」という話を聞きました。

○端末を２台使ってのハイブリッド型オンライ

ン授業

４年生の

国語（内容

「読み」）

の授業を参

観しまし

た。教室に

入ると写真

のように教卓に 2台の端末が置いてあります。1

台は指導者用端末（サーフェス）、もう1台はク

ローム端末(予備機として各校に配布したもの)で

す。指導者用端末（サーフェス）にはクラスルー

ムが起ち上がっており、ホストとなっていること

がわかります。一方、クローム端末の画面には 2

人の児童と黒板が映っていました。クローム端末

の画面を確認することで児童の表情と黒板を含め

た学級内の状況が一度に確認できました。

なお、児童側が授業開始直前にログインするこ

とで児童・担任、双方の負担軽減にもなっている

とのことでした。

授業が始ま

ると担任の先

生から「教科

書○ページを

開いてくださ

い。このペー

ジです。」と

の声かけがあ

りました。と同時に、クローム端末の画面がモニ

ターに映し出されているデジタル教科書に変わり
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ました。2台利用していることについて「指導者

用端末（サーフェス）で利用できるデジタル教科

書を使いたいと言うことと、切り替えがスムーズ

にできるので 2台使っています。」というお話を

お聞きしました。実際に画面の共有を含め、授業

中の画面切り替えがとてもスムーズで、指導者用

端末端末(サーフェス)でのクラウド利用が日常的

に行われている事がわかりました。

また、ク

ローム端末

は簡単に持

ち運びがで

きるので、

写真のよう

に、自宅に

いる児童との間で話し合いが行われています。さ

らに、ロイロノートを利用し、担任の先生が作っ

たワークシートが、自宅にいる児童に配布、授業

後回収されるなど、授業を単に中継するだけでは

ない、非常にレベルの高いハイブリット型オンラ

イン授業が実践されていました。4年生だけでは

なく、６年生においても基本的にはこのような形

での授業が行われているとのことでした。授業

後、６年生担任の先生にお話をお聞きしました。

「オンライン授業を行うことで、画面越しでは

ありますが、児童と直接話ができるということが

何よりであると感じています。教室の児童も喜ん

でいます。ミートに限らず、ロイロノート等のア

プリは日常的に活用しているので、今回オンライ

ン授業になったから特に負担が増えたという感じ

はありません。逆に、オンライン授業ができるの

で、家庭との連絡等も授業中できてしまうなど、

負担が減ったかもしれません。９月の休校時に先

生方の間で研修ができて、スキルが上がったこと

が大きいと思います。」とのお話を伺いました。

校長先生からは「本校では、日常的な持ち帰り

はしていませんが、１年生から６年生まですべて

の学年で授業の中で１人１台端末を積極的に使っ

ています。ロイロノートが主ですが、児童のスキ

ルもこの１年間でとても向上したと感じていま

す。今回、ハイブリッド型のオンライン授業が行

えたのは保護者の理解もあり自宅のWi-Fi 環境が

整っているからできたことだと感じています。小

規模校という特性、そして地域に恵まれているこ

とが大きいと思います。先生方には『吾妻小だか

らできることは、吾妻小でしかできないこと、今

先生方には多くのことを学んでほしい』と話して

います。」との言葉をいただきました。

○学校の実態に合わせたオンライン学習を

今回参観させていただいたオンライン授業か

ら、授業を受けている児童はもちろん、保護者の

喜ぶ顔が想像されました。本市においては、保護

者からの要望があった場合は端末を貸出ししてい

ただくとともに、学校の実態に併せてオンライン

学習を実施していただくようお願いしています。

ご紹介した吾妻小学校でのオンライン授業は、

コロナ禍において国が理想とするような取り組み

であると思いました。（それ以上かもしれませ

ん。）しかしながら、校長先生のお話にもあった

ように、教員・児童のスキルが高く、さらに家庭

のWi-Fi 環境が整っており、また、ご家庭の理解

があったという恵まれた状況もありました。

今回、市内のある学校では、感染が急拡大した

ことにより、それまで行っていたオンライン授業

をやむを得ず一時休止し、eライブラリー中心の

オンライン学習に切り替えたということがありま

した。感染してしまった等で登校できないお子様

が半数以上を占めるような状態では、授業を進め

ることができないということが理由です。担任の

先生にとっても歯がゆいことだったと思います。

本校のオンライン学習はこれだと決めつけず、

実態に合わせて臨機応変に変更することも大切で

あると思います。環境と併せて保護者のニーズな

ども丁寧に確認したうえで学校の実態に合ったオ

ンライン学習の実施をお願いしたいと思います。
(文責 教育センター所長）

※教育センターでは機器の貸し出しも含めオンラ

イン授業を含めたオンライン学習の実施に向けた

相談・支援を引き続き行っています。ご連絡をお

待ちしています。


